
地区住民 参加人数 約３００人(規模縮小)

趣旨・目的
「自らの命は自らが守る」「みんなの町はみんなで守る」という自助・共助の体制づくりを

図ることを目的に、災害を想定して大声大会を開催しています。

ちょっと自慢の公民館活動様式１

連絡先（℡） ０８９－９７８－３８０５

和気地区 大声大会

ホームページアドレス https://www.matsuyama-people.jp/region/wake/ 

Ｈ　地域防災

　〈 事 業 内 容 〉

事業分野 事業名

市　町　名

公民館名

松山市

和気公民館

地区館

対　象

起震車での地震体験

（１）概要

【 大声コンテスト 】

   地域の皆さんの協力で、今年度も参加者や見学者らの親睦を深めることができました。

　 平成20年度から開始し、毎年７月の「海の日」に開催しています。

　　また、「炊き出し訓練」を中止としました。

写真

【 水消火器での訓練 】

   これからも災害意識を強く持ち、地区住民とのつながりとなるよう、継続していきたいです。

（２）行程

全体日程

写真
8：30 開会式及びデモンストレーション

大声コンテスト・水消火器訓練

　 大会終了後には、会場の和気浜海岸の掃除を参加者全員で実施し、海岸沿いの環境美化の取組

（３）その他参考となる内容

具体的な内容としては、

〇大声コンテスト（「火事だ！逃げろ！」等と、好きな防災の言葉を
　　　　　　　　　　　叫び、声の大きさを測定器で測り、順位を競います。）
〇水消火器訓練（的を水消火器の放水で倒す。倒すまでの時間を
　　　　　　　　　　　競います。）
〇起震車での地震体験

10：30 閉会式及び和気浜海岸清掃

　　地区住民の子どもから高齢者、来賓の方も参加し、みんなで楽しく、声の大きさを競います。
また、令和３年度には、新型コロナウイルス感染症に関わる言葉でもＯＫという特別ルールを設け、
中には「コロナに負けるな！」と叫ぶ人もおり、会場を大いに沸かせました。
※令和３年度は事業規模縮小の関係で、参加人数を削減しました。(例年の参加者約1,000名)

　 大声コンテスト・水消火器訓練ともに【子ども】・【大人】・【高齢者】の部門別で地区対抗による競技
としています。  さらには、大声コンテストでは「秘密のデシベル」(音の大きさの単位)、水消火器訓練
では、「秘密のタイム」を設定し、その記録を出した参加者に、優勝等とは別に記念品を贈呈するよう
にしています。

も併せて行っています。

https://www.matsuyama-people.jp/region/wake/#

